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特集

次の学習指導要領の改訂に向け、中央教育審議会での審議が進んでいます。
現行の指導要領のもとでデジタル学習基盤は一定程度整いましたが、これから
の学びはどこへ向かうのでしょうか。制度の動向を踏まえつつ、現場を知る専門
家の視点から考えていきます。 取材・文●甲斐ゆかり（サード・アイ）　イラスト●あきんこ

（文部科学省　教育課程企画特別部会〈令和7年9月25日〉　論点整理）

次の教科書・
学習指導要領は
どうなる？

「デジタル化」の行方は

次
期
学
習
指
導
要
領
の

基
本
的
な
考
え
方
は

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
た
「
論

点
整
理
」
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

①
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
装
、

②
多
様
性
の
包
摂
、
③
実
現
可
能
性
の
確
保
の

三
つ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
が
目
指
し
て

き
た
授
業
改
善
を
、
さ
ら
に
具
現
化
・
深
化
さ

せ
る
も
の
で
す
。
現
状
で
は
、「
深
い
学
び
」

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
十
分
に
共

有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
期
改
訂

に
向
け
て
は
、
学
習
指
導
要
領
の
目
標
や
内
容

の
構
造
化
・
表
形
式
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
、
学
び

に
向
か
う
力
や
人
間
性
等
の
重
要
概
念
の
整
理

を
通
じ
て
、
分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
学
習

指
導
要
領
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

②
は
、
多
様
な
個
性
や
特
性
、
背
景
を
有
す

る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
一

人
ひ
と
り
の
意
欲
や
可
能
性
が
発
揮
さ
れ
る
教

育
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。
具
体
例
と
し

て
、「
調
整
授
業
時
数
制
度
」
の
創
設
や
学
年

区
分
・
単
位
制
度
の
柔
軟
化
な
ど
に
よ
り
、
教

育
課
程
全
体
を
包
摂
的
な
仕
組
み
に
改
め
て
い

く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

③
は
、
①
②
を
支
え
、
実
現
可
能
と
す
る
観

点
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
や
教
科
書
・

教
材
、
設
備
、
勤
務
環
境
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、

教
師
と
子
ど
も
の
双
方
に
「
余
白
」
を
創
出
し
、

持
続
可
能
な
教
育
課
程
の
在
り
方
を
追
求
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
方
向
性
は
、
学
校
の
教
職
員
、

子
ど
も
、
保
護
者
や
地
域
、
関
係
機
関
な
ど

▲生きて働く「確かな知識」の習得、資質・能力育成
の具体化・深化、「好き」を育み「得意」を伸ばす、情
報活用能力の抜本的向上、個別最適な学び・協働的
な学び 等

▲調整授業時数制度、裁量的な時間、個別の児童生
徒に係る教育課程の仕組み、デジタル学習基盤を活
用した学習環境デザイン、個別最適な学び・協働的
な学び 等

▼授業時数の適正化・平準化、教科書の精選、構造化、
裁量的な時間など様々な方策による教師・子供双方
の「余白」の創出、カリキュラム・マネジメント 等

次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え方

学びをデザインする高度専門職としての教師

①深い学びの実装
Excellence

 ②多様性の包摂
Equity

③実現可能性の確保
Feasibility

「裁量的な時間」をはじめ柔軟な教育課程による余白
デジタル学習基盤をはじめとする基本整備

総合的な勤務環境整備

生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働しながら、
自らの人生を舵取りすることができる　民主的で持続可能な社会の創り手　をみんなで育む

主体的・対話的で

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに



2

（文部科学省　教育課程企画特別部会〈令和7年9月25日〉　論点整理）注：イメージは検討の一部を資料化したものであり、改訂に関わる全ての要素を網羅する性質のものではない

「
み
ん
な
」
で
学
び
を
支
え
る
考
え
方
の
も
と

で
進
め
ら
れ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
の
人
生
を
舵
取
り
す
る
力
と
、

民
主
的
な
社
会
の

創
り
手
の
育
成
を
目
指
す

　
「
論
点
整
理
」
で
は
、「
正
解
主
義
」
や
「
同

調
圧
力
」
に
偏
り
が
ち
な
学
校
の
在
り
方
を
見

直
し
、
民
主
的
で
公
正
な
社
会
の
基
盤
と
し
て

学
校
を
機
能
さ
せ
る
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
背
景
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
含
む
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
発
展
や
社
会
構
造
の
変
化
が
あ
り
、
皆

と
同
じ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
以
上
に
、
独
自
の

発
想
や
視
点
が
価
値
を
も
つ
時
代
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
在
の
学
校
教
育
の
中
で
主
体
的

に
学
び
に
向
き
合
え
て
い
な
い
子
ど
も
も
少
な

く
な
く
、
少
子
化
に
伴
う
入
試
に
よ
る
動
機
付

け
の
変
化
や
学
習
時
間
の
減
少
を
踏
ま
え
、
学

び
の
動
機
付
け
そ
の
も
の
を
更
新
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
変
化
の
激

し
い
社
会
の
中
で
、
し
な
や
か
に
「
自
ら
の
人

生
を
舵
取
り
で
き
る
力
」
が
不
可
欠
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
主
体
的
に

社
会
に
参
画
す
る
「
民
主
的
な
社
会
の
創
り

手
」
の
育
成
も
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
「
好

き
」
や
「
得
意
」
を
伸
ば
し
て
学
び
全
体
の
動

機
付
け
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
と
、
自
分
の
意

見
を
形
成
し
、
多
様
な
他
者
と
対
話
や
合
意
を

図
る
取
り
組
み
を
同
時
に
進
め
、
そ
れ
ら
が
有

機
的
に
高
ま
っ
て
い
く
教
育
課
程
へ
と
転
換
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の

現
状
と
課
題
と
は

　

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
を
活
用
し
た
授
業
改
善

は
地
域
間
・
学
校
間
の
格
差
が
大
き
い
の
が
現

状
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
を
将
来
の
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
も
、

十
分
に
発
達
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
「
個
に
応
じ
た
指

導
」
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

教
師
に
よ
る
指
導
体
制
や
指
導
方
法
の
工
夫
に

任
さ
れ
、
教
具
的
な
扱
い
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、

子
ど
も
自
身
が
学
習
を
主
体
的
に
調
整
で
き
る

環
境
は
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
使
用
頻

度
と
各
教
科
の
正
答
率
や
ス
コ
ア
と
の
間
に
一

定
の
関
係
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な

学
び
」
と
い
う
学
習
形
態
だ
け
が
強
調
さ
れ
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
例
も
あ
る
こ
と
や
、「
対
話
的
」

と
「
協
働
的
」
の
関
係
が
分
か
り
に
く
い
こ
と

も
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

多様な子供を誰一人取り残さな
い視点としての個別最適な学び
と協働的な学びの一体的充実

障害や認知特性等
多様な実態を踏まえた調整

（教科等、家庭学習含む）

科学的知見も生かした効果的な
指導計画・授業方法
児童生徒の学習方略の指導

全ての活動の基盤としての
心理的安全性の確保

自らの人生を舵取りすることができる力 と 民主的で持続可能な社会の創り手 育成の検討イメージ

学びをデザインする高度専門職としての教師

言葉を用いて思考を深めていく指導 他者と関わり共同する力の育成

⃝�考え、議論する
道徳の徹底

⃝�児童生徒主体のルール形成
や学校生活改善、行事の創
造等の明確化

⃝�納得解を形成しようとする
ことの重要性の明文化

⃝生きて働く「確かな知識」の習得

⃝興味・関心が広がる教材・学習方法の選択を促進

⃝自分の意見を表現する活動の充実

⃝探究的な要素を持つ学習活動の充実

⃝�家庭学習の内容を自律的に決められるような 
段階的指導

課題設定
の充実

主体的な判断の重要
性、知・徳・体の調和の
とれた発達に向けた、
道徳的価値の対立を
乗り越える必要性や
道徳的実践の強調

（みんなが学びやすいルールや環
境の構築を含む）

（安易な多数決の回避や少数意
見の吟味）（家庭学習はじめ学習習慣の確立を含む）

個
人
探
究

グ
ル
ー
プ
探
究

好
き・得
意
を
ベ
ー
ス
と
し
た
主
体
的
な
進
路
選
択
の
促
進

「好き」（興味・関心）を育み、
「得意」を伸ばす

当事者意識を持って、自分の意見を形成し、
対話と合意ができる

「裁量的な時間」をはじめ柔軟な教育課程による余白
デジタル学習基盤をはじめとする基本整備

総合的な勤務環境整備

▼各教科等での検討イメージ

道徳道徳特別活動特別活動各教科等各教科等総合総合

これから先の「学びの姿」とは─

今後の検討スケジュール

➡2026年春頃
「総合的な学習の時間」に情報の領
域を付加するかどうか、一定の結
論を得る

➡2026年夏頃まで
方向性や内容、「全国学力・学習状
況調査」などのデータで明らかに
なった課題などを踏まえて検討し、
取りまとめを行う

➡2026年度中
教育課程部会での審議まとめを経
て、中央教育審議会として「答申」
を取りまとめる

高

中

小

幼
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制度化が進む
「デジタル教科書」

二次元コード先のデジタル
コンテンツの取り扱いはこうなる

教科書はどのように使われていくのか 新たな教科書のイメージ

現行は、二次元コード先は「教材」の扱いでしたが、改訂後
は「教科書」の一部として検定の対象になります。

［教科書］

いずれかを採択

［教科書の一部］

発展的内容
動画、音声
アニメーション 等

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

制
度
化
の
背
景

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
検
討
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
学
習
基
盤
を
前
提
と
し
た
新
た
な
学
び
に
ふ

さ
わ
し
い
教
科
書･

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
在
り

⽅
が
論
点
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
制
度
的
な
位
置
付
け
は
、
教
科
書
の

全
部
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
し
た

「
教
科
書
代
替
教
材
」
で
す
。
教
科
書
と
呼
べ

る
も
の
は
紙
媒
体
の
み
で
、
現
状
の
デ
ジ
タ
ル

版
は
教
科
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

使
⽤
義
務
や
検
定
・
採
択
・
無
償
給
与
等
の
対

象
外
で
す
。

　

し
か
し
、
活
用
の
結
果
、「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
や
「
個
別
最
適
な
学
び
」

「
協
働
的
な
学
び
」
が
実
現
し
、
授
業
改
善
や

資
質
・
能
⼒
の
育
成
に
つ
な
が
っ
た
り
、
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
機
能
に
よ
っ
て
学
習
上
の
困

難
が
低
減
し
た
り
し
た
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
制
度
的
に
位
置
付

け
、
教
科
書
と
し
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
が
今
回
の
制
度
化
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、

活
用
の
イ
メ
ー
ジ
は

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
導
入
さ
れ
て
も
、
紙
の

教
科
書
は
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
紙
と
同
じ

く
教
科
書
の
一
形
態
と
し
て
置
か
れ
、
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
か
は
現
場
で
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
一
部
が

紙
、
一
部
が
デ
ジ
タ
ル
」
な
ど
、
異
な
る
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
形
態
も

認
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
正
式
な
教
科
書
と
な
る
の
で
、
画
面

や
動
画
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
も
教
科

書
検
定
に
お
い
て
審
査
の
対
象
と
な
り
、
そ
の

方
法
な
ど
は
今
後
専
門
的
に
検
討
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
の
英
語

で
導
入
し
、
そ
の
後
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
算
数
・

教
学
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
効
果
的
な
活
⽤⽅

法
の
発
信
や
教
員

研
修
に
よ
る
教
師
の
指
導
⼒
向
上
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
し
て
、
教
員
研
修
の
更
な
る
充
実

や
教
員
養
成
課
程
で
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
利

⽤
環
境
の
改
善
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
む
必
要

性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
紙
が

適
し
た
学
習
場
面
・
デ
ジ
タ
ル
が
適
し
た
学
習

場
面
の
例
示
も
含
め
、
教
科
等
の
特
性
や
子
ど

も
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
、
デ
ジ
タ
ル
を
含

む
新
た
な
教
科
書
の
発
行
・
採
択
等
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

紙媒体のみの
教科書

ハイブリッドな形態の教科書
（紙とデジタルを組み合わせた教科書）

デジタル媒体のみ
の教科書

全ての記載内容が
紙媒体として存在

二次元
コード

全ての記載内容が
デジタル媒体として存在

教材にアクセスする
二次元コードはなし

紙部分（例）
各教科等の本質的理解の
獲得に関わる基本的な内容

デジタル部分（例）
①発展的な内容　②動画や音声、アニメ
ーションを活用した分かりやすい説明

現在、紙の二次元コード先に掲載されている
デジタルコンテンツを精選したもの
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ここまでを踏まえて、
今見えている課題は─

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
学
び
の

土
台
を
ど
う
つ
く
り
直
す
か

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
三
つ
の
課
題
は
、
い
ず

れ
も
学
校
の
中
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
の
土
台
そ
の
も
の
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
っ

て
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
が
整
い
つ
つ
あ
る
一
方

で
、
そ
の
使
い
方
や
位
置
付
け
を
ど
う
見
直
す

か
が
問
わ
れ
、
教
師
の
側
に
も
新
し
い
専
門
職

性
や
組
織
的
な
支
え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
を
含
む
急
速
な
社
会

変
化
の
中
で
、
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
学
び
、

主
体
的
に
考
え
、
選
び
取
っ
て
い
く
の
か
と
い

う
問
題
も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

　

予
測
の
つ
き
に
く
い
情
報
化
社
会
の
流
れ
の

中
で
、
教
師
と
し
て
こ
の
状
況
を
ど
う
受
け
止

め
、
何
に
気
を
つ
け
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
現
場
で
学
校
と
教

師
の
様
子
を
見
て
き
た
専
門
家
の
声
か
ら
、
そ

の
手
が
か
り
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　デジタル学習基盤の整備は一定程度進みまし
たが、その在り方を問い直す動きも見られます。
北欧などでは、学習効果や子どもの発達への影
響を踏まえ、デジタル教材から紙教材へと回帰
する「脱デジタル」の動きも見られます。デジ
タルは学びを広げる力をもつ一方で、集中や読
みの深さ、身体性との関係など、新たな課題も
明らかになってきました。
　次期学習指導要領では、「デジタル化を進め
る」だけではなく、どの場面で何が最も適切か
を見極めた上で、学習基盤全体を再設計してい
く視点が求められています。　学校現場では、デジタル機器を自在に使いこ

なす世代と、そうでない世代の間に、意識や活
用度の差が広がっています。これは個々の教師
の努力だけで解消できる問題ではなく、研修の
仕組みや学校全体の運営とも深く関わっていま
す。
　デジタル教科書や学習基盤が制度化されてい
く中で、特定の教師に負担が集中したり、活用
の質にばらつきが生じたりしないよう、組織と
して支える体制づくりが不可欠です。教師の専
門職性をどうアップデートしていくかが、今後
の大きな課題です。

　生成AIの急速な普及に象徴されるように、社
会のデジタル化は想定を超えるスピードで進ん
でいます。現代に育つ子どもたちは、大人より
も早く新しい技術に適応する一方で、情報の真
偽を見極めたり、自分の考えを深めたりする力
がこれまで以上に問われています。
　学校は、こうした変化の中で、子どもが流さ
れるのではなく、主体的に学び、判断し、他者
と関わる力をどう育てるのかという根本的な課
題に直面しています。

デジタル教育の
有効性の検討

教師の世代間格差
による問題

社会の変化、
子どもの変化☞アクセシビリティー機能

年齢や障害、国籍など、学習の困りごとに
関わらず、誰もが教材や情報にアクセスで
きるようにするための機能。文字の拡大、
音声読み上げ、色や表示の調整などを通し
て、学びの入り口の差を小さくする。

☞ウェルビーイング
心身の健康や安心感、充実感を含めた「より
よく生きている状態」を指す。学校において
は、学力だけでなく、子どもが安心して学び、
自分らしく成長できているかという視点を
大切にする考え方を示す。個人や社会のウ
ェルビーイングは、次期指導要領の基盤に
も関わる。

☞心理的安全性
間違えたり意見を言ったりしても、否定さ
れたり傷つけられたりしないという安心感
のこと。教室の中でこの土台があることで、
子どもは挑戦したり考えを表現したりしや
すくなる。

WORD

1

2

3
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デ
ジ
タ
ル
機
器
と

学
校
現
場
の
距
離
感
は

　

私
は
週
に
二
回
ほ
ど
公
立
の
小
中
学
校
に
入

り
、
授
業
研
究
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

若
手
の
先
生
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
よ
っ
て

子
ど
も
の
思
考
が
ど
の
よ
う
に
促
さ
れ
た
り
、

逆
に
ど
の
よ
う
な
制
限
が
な
さ
れ
た
り
す
る
か

と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
比
較
的
楽
観
視
し
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
ア
プ
リ
を
積
極
的
に
使
い
、「
紙
で
は
取
り

組
ま
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら
取

り
組
ん
だ
」
と
い
う
手
応
え
を
も
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
で
の
手
応
え
は
、
実
際
の
学
び

の
質
の
高
さ
が
ど
う
だ
っ
た
か
よ
り
も
、
使
っ

た
こ
と
自
体
を
評
価
す
る
方
向
に
す
り
替
わ
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
長
年
、
ど
の
場
面
で
教
材
の
何
を

考
え
さ
せ
る
か
に
命
を
か
け
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
は
、
そ
ん
な
状
況
に
違
和
感
を
も
っ
て

い
ま
す
。
確
か
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
う
と
、

こ
れ
ま
で
の
授
業
で
は
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
し

て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
よ
し
と
し
て
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
教
師
が
重
要
な

問
い
か
け
を
し
て
も
、
機
器
の
準
備
や
操
作
、

調
整
に
追
わ
れ
る
間
に
、
子
ど
も
の
思
考
が
途

切
れ
、
学
習
に
対
す
る
熱
量
が
下
が
っ
て
し
ま

う
現
象
が
起
き
て
は
い
な
い
か
。
若
手
の
先
生

の
授
業
に
疑
問
を
も
ち
つ
つ
も
、
機
器
に
精
通

し
て
い
な
い
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
は
声
を
上
げ
に

く
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
世
代
間

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
上
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
入
っ

て
き
た
こ
と
で
、
世
代
を
超
え
た
知
識
や
教
育

観
の
継
承
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
と
紙
の
両
方
を

う
ま
く
活
用
し
て
授
業
を
な
さ
っ
て
い
る
ベ
テ

ラ
ン
の
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
深
い
学

び
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
教
師
と
し
て
ど
の

よ
う
に
教
材
を
扱
う
べ
き
か
、
そ
も
そ
も
な
ぜ

こ
の
教
材
を
扱
う
の
か
、
ど
ん
な
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
た
い
の
か
。
教
材
解
釈
、
教
材
価
値
に

つ
い
て
、
今
こ
そ
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
の
間
で
対

話
し
、
共
有
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
教
師
の

専
門
職
性
を
低
下
さ
せ
る
？

　

今
の
教
科
書
は
、
授
業
研
究
せ
ず
と
も
、
指

導
書
を
見
れ
ば
若
手
の
先
生
で
も
授
業
で
き
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
、

私
は
教
師
の
専
門
職
性
を
弱
め
て
し
ま
う
危
う

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
教
材
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

そ
れ
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
で
し
ょ
う
。

　

以
前
は
教
師
が
子
ど
も
た
ち
の
状
況
に
合
わ

せ
て
作
っ
て
い
た
資
料
も
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で

自
動
的
に
生
成
し
て
く
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
必

要
だ
と
思
う
前
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
「
な
ぜ
こ
の
物
語
を
読
む
の
か
」「
な
ぜ
余
り

の
あ
る
割
り
算
で
余
り
を
処
理
す
る
の
か
」
と

い
っ
た
教
材
の
意
味
が
ピ
ン
と
こ
な
い
ま
ま
、

指
導
書
や
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
に
す
れ

ば
形
だ
け
で
も
授
業
が
成
り
立
っ
て
し
ま
う
。

自
分
か
ら
知
識
と
知
識
を
つ
な
げ
た
り
、
問
い

や
、
そ
の
答
え
を
し
ぼ
り
出
し
た
り
す
る
機
会

が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
教
師
だ
け
で
な
く
子
ど

も
も
、
驚
く
ほ
ど
「
待
ち
」
の
姿
勢
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
教
師
が
培
っ
て
き
た
、
授
業
づ
く

り
、
学
級
経
営
の
た
め
の
職
人
技
の
よ
う
な
も

の
が
、
デ
ジ
タ
ル
の
便
利
さ
の
影
響
で
、
育
ち

に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

す
。デ

ジ
タ
ル
教
材
が
見
落
と
し
て
い
る
、

学
校
の
授
業
の
特
性

　

私
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
設
計

思
想
と
、
実
際
の
教
室
で
起
き
て
い
る
こ
と
の

間
に
、
大
き
な
ズ
レ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
は
、「
こ
う
い
う

反
応
が
出
た
ら
こ
う
返
す
」
と
い
う
連
続
的
な

流
れ
を
前
提
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
学
校
の
授
業
は
そ
ん
な
ふ
う

に
は
進
み
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
窓
か
ら
強
い
風
が
入
っ
て
き
て
、

「
先
生
、
窓
を
閉
め
て
い
い
で
す
か
」
と
誰
か

が
声
を
上
げ
る
だ
け
で
、
教
室
の
空
気
感
は
変

わ
り
ま
す
。
そ
れ
を
教
師
は
瞬
時
に
察
知
し
、

ほ
こ
ろ
び
が
出
れ
ば
つ
な
ぎ
直
す
た
め
に
予
定

と
は
別
の
展
開
を
し
た
り
、
進
度
を
緩
め
た
り

…
。
細
か
な
機
微
を
読
み
取
り
、
そ
の
場
の
学

び
を
ど
う
組
み
立
て
る
か
を
判
断
し
、
調
整
し

て
い
ま
す
。
こ
の
高
度
な
専
門
的
営
み
に
よ
っ

藤本和久先生

●慶應義塾大学 教職課程センター 教授

博士（教育学）。専門は教育方法学・カリキュ
ラム論、特に米国カリキュラム開発史・教育
実践史。ISCHEのSIGメンバー、教育史学
会の国際交流委員などを務める。近著に『変
動する総合・探究学習』大修館書店、『新時
代の教育課程論』一藝社などがある。

Fujimoto Kazuhisa

制度としてのデジタル教科書の位置付けや、学びの姿の再設
計が進む一方で、学校の現場では、デジタル機器や生成AIが
日々の授業や子どもの学び方を大きく変えつつあります。
こうした変化を、教室の中からどう見ればよいのでしょうか。公
立小中学校で授業研究に関わりながら教育現場を見続けてこ
られた、慶應義塾大学の藤本和久教授にお話を伺いました。

デジタル時代に、
学校が守るべきものとは
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て
、
授
業
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
教

材
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
も
、
教
室
が
集
団
で
学

び
、
他
者
と
関
わ
り
な
が
ら
進
む
場
で
あ
る
限

り
、
こ
の
営
み
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
教
師
は
自
ら
の
こ
う
し
た

専
門
職
性
を
も
っ
て
「
こ
う
い
う
教
材
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」「
こ
こ
を
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ

ク
に
し
て
く
れ
た
ら
、
こ
の
部
分
で
子
ど
も
が

学
べ
る
」
と
、
教
材
開
発
の
思
想
に
踏
み
込
め

る
は
ず
で
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
そ
う
し
た

や
り
取
り
が
う
ま
く
成
立
し
て
お
ら
ず
、
教
師

の
知
見
が
教
材
や
デ
バ
イ
ス
の
設
計
に
十
分
に

生
か
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
に
対
応
し
き
っ
た
、

現
代
の
子
ど
も
た
ち

　

学
校
現
場
に
入
る
と
、
実
は
子
ど
も
た
ち
が

大
人
よ
り
も
は
る
か
に
巧
み
に
デ
ジ
タ
ル
を

使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
日
々
実
感
し
ま
す
。

教
師
が
想
定
し
て
い
る
や
り
方
を
、
子
ど
も
た

ち
は
軽
々
と
飛
び
越
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
検

索
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
教
師
は
検
索
窓
口
に

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
て
調
べ
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
は
音
声
入
力
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
出
し
た

答
え
を
も
っ
て
き
ま
す
。
検
索
の
自
由
度
が
格

段
に
広
が
っ
た
こ
と
で
、
問
い
と
答
え
の
距
離

が
非
常
に
近
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
深
い
学
び
を
促

そ
う
と
な
れ
ば
、「
検
索
で
は
た
ど
り
着
け
な

い
問
い
」
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

デ
バ
イ
ス
を
自
在
に
使
い
こ
な
し
、
す
ぐ
に
答

え
に
到
達
し
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
を
前
に
、

教
師
は
、「
簡
単
に
は
調
べ
ら
れ
な
い
問
い
」

を
ど
う
つ
く
る
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

が
、
い
ま
教
師
が
向
き
合
う
べ
き
課
題
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
の「
知
」と

学
校
の「
知
」の
違
い

　

デ
ジ
タ
ル
世
界
の
「
知
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
瞬
時
に
再
構
成
し
て
提
示
し
ま
す
。
教
科

書
の
内
容
を
超
え
た
答
え
が
出
る
の
も
し
ば
し

ば
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
先
生
の
言
う
こ
と

や
教
科
書
が
正
解
と
は
限
ら
な
い
ん
だ
」
と
い

う
感
覚
が
子
ど
も
に
生
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
学
校
の
「
知
」、

「
学
校
知
」
に
価
値
が
な
い
わ
け
で
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
学
校
知
」
は
、
発
達
の
途
上
に
あ
る
子
ど

も
に
わ
か
り
や
す
く
教
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

小
学
校
で
は
、
電
気
は
プ
ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス

に
流
れ
る
と
教
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
は
電
子
が

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
に
向
か
っ
て
移
動
し
て

い
ま
す
。
中
学
や
高
校
で
そ
れ
を
知
っ
た
と
き
、

「
小
学
校
の
先
生
た
ち
は
な
ぜ
だ
ま
っ
て
い
た

ん
だ
！
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
む
き
だ
し

の
知
識
を
子
ど
も
が
全
て
理
解
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
材
は
、
教
科
横
断
的
に
発

達
段
階
を
見
据
え
て
、
次
に
出
会
う
知
識
が
理

解
で
き
る
よ
う
体
系
的
に
作
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
す
。
未
来
で
学
び
直
し
た
と
き
に
、
あ
の
と

き
勉
強
し
た
の
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
、

と
、
学
び
を
次
に
ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
な
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
デ
ジ
タ
ル
知
」
イ
コ
ー
ル

「
学
校
で
学
ぶ
べ
き
教
材
」
に
は
な
り
え
ず
、

「
デ
ジ
タ
ル
知
」
が
「
学
校
知
」
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
び
方
と
い
う
面
か
ら
み
た
ら
、
従
来
の
学

校
の
学
び
は
地
味
で
、
非
効
率
的
に
も
見
え
、

決
し
て
ス
マ
ー
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
何
度
も
読
み
書
き
を
繰
り
返
し
た
か
ら
こ

そ
育
っ
た
能
力
、
そ
の
過
程
を
踏
ま
え
た
か
ら

こ
そ
発
達
し
た
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
こ
れ

か
ら
も
学
校
で
は
そ
れ
ら
を
大
事
に
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
で
得
ら
れ
る
「
知
」
は
、
答
え
に
素
早

く
た
ど
り
つ
く
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

後
の
人
の
学
び
を
支
え
る
た
め
の
も
の
な
の
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
は
、
こ
の
「
学
校
知
」
を

守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
を

見
据
え
て

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
向
け
て
、
主

体
的
で
対
話
的
な
学
び
の
実
装
だ
っ
た
り
、
個

別
最
適
化
だ
っ
た
り
、
色
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
で
も
あ
れ
も
こ
れ
も
自
分

で
や
ら
な
き
ゃ
と
背
負
う
こ
と
を
や
め
て
み
る

こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
教
室
で
、
思
い

切
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
て
み
る
。
そ
う
す

る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
自
発
的
に
対
話
し
、
学

ん
で
い
っ
た
と
い
う
実
例
も
見
て
い
ま
す
。

　
「
論
点
整
理
」
で
は
、
学
校
に
お
け
る
「
正

解
主
義
」「
同
調
圧
力
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
を
作
り
出
し

て
し
ま
っ
て
い
た
の
は
、
先
生
ご
自
身
の
真
面

目
な
気
質
か
ら
だ
っ
た
…
…
な
ん
て
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
生
個
人
で
は
な
く

「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
学
校
外

の
機
関
も
含
め
、
縦
と
横
で
協
力
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
と
、
そ
ん
な
ふ
う
に
先

生
方
に
呼
び
掛
け
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
だ
け
が
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
こ
な
す

の
で
は
な
く
、
皆
で
補
い
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

そ
れ
が
協
働
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
先
生
方

に
は
、
ち
ょ
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
み
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
活
動
や
学
習
の
基
盤
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
か
う
中
、

問
わ
れ
て
い
る
の
は
、自
ら
の
専
門
職
と
し
て
の
在
り
方
で
す
。


